























その時言われたのが「Don’t teach English, but teach STUDENT English.」です。「教える」
ということに集中して、一番肝心な「生徒」を見失っていることに気がつきました。この言葉を
聞いて、生徒の目線で物事を見ること、生徒は何を求めていて、どんな授業を受けたいのかとい
うことを考えさせられました。教師が相手にしているのは、教えることではなく、子どもである
と、ごく基本的なことですが、そのことを改めて認識することができました。 
 
３．考察 
 2009年のPISA調査では、読解力の3つの側面について、レベル5以上の生徒の割合が最も多い
のは「情報へのアクセス・取り出し」「統合・解釈」「熟考・評価」のいずれにおいても上海で、
それぞれ22%、21%、21%である。日本はそれぞれ18%、14%、16%で、上から2番目、6番目、4
番目となっています。 日本中で学力の低下が言われ、学習指導要領でも中学生が覚えるべき単語
数が900個から1200個に増えました。しかし、学校現場で本当に生徒の興味を引く授業ができる
のか、生徒が主体的に取り組める授業ができるか、ということが今後の課題だと考えています。 
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